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1　 は じめ に

　従来 よ り理科の 学習 にお い て グ ラ フ は 重要 な役割 を

担 っ て い る もの の 、基 本的学 習 は鋒数 ・数学科に任 さ

れ て お り、理科 の 学習 で は暗黙 の 了解が な され て きた

面 も多 くある
。

一IM ILI．gs1
　 1）実験 にお ける児童 ・生徒 の内面 的思考過程の 表 出

　 を捉える 手段 と して グラ フ を利用する方法を探 る 。

　2）得 られた知見を用 い た指導方法 を提詈す る。
　 こ こ で は、第

一
次調査 よ り得 られ た 、グ ラ フ の 横 軸

・縦軸設定に 関する結果 と考察を報告する 。

鎚
　軸設定 と文脈 との関連を調 べ るため に 、 理科 と数学
の 内容 を含ん だ質問紙を用 い 、第一

次調査を行っ た 。

　対象 ；茨城県公立 A 中学校 1年生〜 3年生
　　　　 （全 236 入〉
　時期 ：平成 6 年 6 月

4　 “

　 とA

　　　　　にプW ツ トグラ フ （折れ線、直線、曲線 、
散布図）を記述 して い た被験者数を母数 と して 、質問
間に お ける 横軸 ・縦軸選択 の 状態を示 した もの が、表
1〜3で ある 。 ま た 、 質問 1で プ ロ ッ トグラ フ を配述 し

た 第 3 学 年の 被験 者 に つ い て 、質問 2 〜 5 に お ける 横
軸 ・縦軸選 択の 状態 を示 した もの が表4で ある 。　「質
問問で 軸の 決定は 独立 で ある」とい う帰無仮 説の 下 で

カ イ 2 乗検定を行 っ た（df　
・1）。 度 数 5 以下 の セ ル に つ

い て はYatesの 修正 を行 っ た 。 表の 中で 、 ◎は 危険率】．
％ 未満、○ は 5％未満 で 棄却で きる もの で ある 。
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検定不能で ある 。

　表2よ り、第 2学年では 、質問 2 〜 5 の グ ラ フ で 軸
の 決定を誤 っ て い る 被験 者は他 の 質問で も同様 に誤 っ

て い る 傾 向に あ る こ とがわ か る 。 また、第 3学年で

は 、質問 2 と質問 3で 縦軸の 選択 を誤 っ て い る 被験 春
で も、 質問 4 と質問 5で は正 し く選択 してい る傾向が

ある（表3）。

　 こ れ に対 して 、質問 1 で プ ロ ッ トグラ フ を記述 した
第 3学年の被験者 は、ほ とん どの 質問で 間違 っ た選択
は少な い が 、 質間 3 の 内容で は間違 っ て 選択 して い る

割合が極め て 多い こ とが わ か る（X4 ）。

　表2 〜3 よ り第 3 学年の 質問 2 と 4 、質問 2 と 5 の 組
み合わ せ を除い て 、質問間で 軸の 決定は独立で な く、
プ ロ ッ トグ ラ フ を記述 した被 験者は 、理 科 と数学 の 内
容 に対 して共通要 因に 基 づ い て 横軸 ・縦軸設定 を行 っ

て い る と推察する こ と が で きる。
　
一

方、表4 よ り質問 1で プ ロ ッ トグ ラ フ を記述 した

第 3学 年の 被験者 をみ る と、表2〜3と異 な り、全て の

質問問で 軸の決定は独立 で ある 。
つ ま り 、 質問 1で プ

ロ ッ トグ ラ フ を記 述 した 第 3 学年の被験 者は、理科 と

数学の 内容 に共通 に関係 して い な い 要 因に よ っ て 軸 の

決定を行 っ て い る と考 凌．る こ とが で きる。

5　 まとめ

生徒 の 多くは、最 初 の プ ロ ッ トグ ラ フ の学習段階で
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横軸 ・縦軸設定方 法は固定 され て い る 。 そ の ため 、誤
っ た決定方法を学 習 して しま っ た生徒は 、対象 とす る
内容か ら影響を受 けずに誤 り を繰 り返 し て い る と考 え
られる。
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方 、 理科的内 容の 質問に プロ ッ トグ ラ フ を 自 ら 利
用で きる生徒 の 場 合 、横軸 ・縦軸の 設定方法 は 正 し く

学醤 さ れ 、か つ 瞬 定化 して い ない と予想 される 。 しか

し、 対象 とする 内容に応 じて 軸設定を変化 させ て 状況
をよ り詳 しく記述 しよ うとす るため、奚 験経験 の な い

理科の 内容で は譲 っ た軸設定 を行う生徒 も多 くなる と

考 えられ る 。
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　第一次調査 に 関 し て 協力 い ただ い た茨 城県牛久市立
牛久南 中学校根本紀男教論、同中学校の 諸先生 方 、 被
験者 とな っ て い ただ い た生徒 諸君へ 感謝申し」二げる 。
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